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大学 0 0 0 1 2 0 1 0 0 4
専修各種学校 0 0 0 0 1 1 0 0 0 2
高等産業技術学校 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
障害者支援施設等 5 1 0 3 1 1 3 4 0 18
就職 0 1 0 0 1 0 0 0 0 2
在宅 1 0 0 0 0 0 1 0 1 3
継続入院 9 2 0 1 1 1 4 2 3 23





































































































































指 導 項 目 具 体 的 指 導 内 容 自立活動との関連
体力・技能・
読み書き・
計算
・器用さ（片手の動作及び協応動作）。
・はしで小豆を一つつまむことができる。
・きりで穴を空けることができる。
・紙ヤスリで磨くことができる。
・ドライバーでねじを締めることができる。
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・リズム感。
・手引きのこが連動してひける。
・手際よく刷毛で塗料を塗ることができる。
・針打ちがリズミカルにできる。
・糸鋸ミシンで板を一定の速さで切ることがで
きる。
・５区分５項目
・５区分１項目
・５区分５項目
・５区分１項目
・５区分１項目
・５区分５項目
・５区分５項目
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（４）指導項目全体における具体的指導内容と自立活動との関連
指導項目全体における具体的指導内容と自立活動との関連を表７に示す。
表７　指導項目全体における具体的指導内容と自立活動との関連
区分をみると、１区分「健康の保持」は11回、２区分「心理的な安定」
は４回、３区分「人間関係の形成」は７回、５区分「身体の動き」は15回、
６区分「コミュニケーション」は３回となっている。
また、項目をみると、５区分「身体の動き」１項目「姿勢と運動・動作
の基本的技能に関すること」が８回と一番多く、次いで、５区分「身体
の動き」５項目「作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること」が５回、
１区分「健康の保持」２項目「病気の状態の理解と生活管理に関すること」
区　　分 項　　　　目 回数（％）
１区分
「健康の保持」
１項目「生活のリズムや生活習慣の形成に関すること」３回（８%）
２項目「病気の状態の理解と生活管理に関すること」 ４回（10%）
３項目「身体各部の状態の理解と養護に関すること」 ２回（５%）
４項目「障害の特性の理解と生活環境の調整に関す
ること」
１回（３%）
５項目「健康状態の維持・改善に関すること」 １回（３%）
２区分
「心理的な安定」
１項目「情緒の安定に関すること」 ４回（10%）
３区分
「人間関係の形
成」
１項目「他者とのかかわりの基礎に関すること」 ２回（５%）
２項目「他者の意図や感情の理解に関すること」 １回（３%）
３項目「自己の理解と行動の調整に関すること」 ２回（５%）
４項目「集団への参加の基礎に関すること」 ２回（５%）
５区分
「身体の動き」
１項目「姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること」８回（20%）
４項目「身体の移動能力に関すること」 ２回（５%）
５項目「作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること」５回（13%）
６区分
「コミュニケー
ション」
１項目「コミュニケーションの基礎的能力に関する
こと」
１回（３%）
２項目「言語の受容と表出に関すること」 １回（３%）
５項目「状況に応じたコミュニケーションに関する
こと」
１回（３%）
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及び、２区分「心理的な安定」１項目「情緒の安定に関すること」がそれ
ぞれ４回となっている。
Ⅳ　考察
指導項目における具体的指導内容と自立活動との関連を分析した結果、
５区分「身体の動き」（全体の38%）及び、１区分「健康の保持」（全体の
29%）、３区分「人間関係の形成」（全体の18%）との関連が高くなってい
ることが分かった。
就労面で求められる身体の動きなど、意識しながら指導をしていく必要
があると考える。
また、１区分「健康の保持」、２区分「心理的な安定」では、自分の生
活管理がきちんと行えるか、また、情緒を安定させながら就労生活を送る
ことができるかなど、仕事そのものではなく、仕事以外で求められるスキ
ルが多く必要となる。
職業リハビリテーションでは、人が仕事をする上で必要な能力をハード
スキル及びソフトスキルと呼んでいる。ハードスキルとは人に教えること
ができる能力であり、具体的には、学歴や資格の取得、タイピングのスピー
ド、機械操作、プログラミングなど実際の仕事に結び付くものである。一
方、ソフトスキルとは数量化するのは困難なスキルであり、人との関わり
のスキルとして知られている。具体的には、身だしなみを整える、職場の
ルールやマナーが守れる、適切に昼休みの余暇を過ごせるなどである。就
労上の課題に対するハードスキルとソフトスキルの割合はソフトスキルが
全体の８～９割となることから、在学中にソフトスキルを獲得することが
できるように計画的に準備をする必要がある。
さらに、資格取得関係では、日本情報処理検定協会主催の各種資格の取
得生徒が多くみられる。今後の就労生活に資格を生かすためにも、資格取
得に求められるスキルを分析しながら、教育課程や学習内容に位置付けて、
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計画的、段階的に指導をしていくことも検討する必要があると考える。
Ⅴ　まとめと今後の課題
病弱特別支援学校で学ぶ生徒一人一人が、社会的自立のために身に付け
る必要がある力を、キャリア発達の視点から、A県立B病弱特別支援学校
高等部のキャリア教育指導内容表に関する内容を対象に、自立活動６区分
27項目をもとに分析した。このことから、自立活動との関連性を意識しな
がら、指導を行うことの重要性を理解することができた。
病弱児童生徒への対応として、医療の進歩等による入院期間の短期化
や、短期間で入退院を繰り返す者、退院後も引き続き治療や生活規制が必
要なために学校への通学が困難な者への対応など、入院等をして治療を受
けている児童生徒等を取り巻く環境は大きく変化している状況である。そ
の中で、学習保障をしながら、学びの連続性を考慮し、各関係機関との連
携を充にしながら、充実した支援を行う必要性が求められている（文科省、
2015）。
今後は、学校卒業後に求められるスキルの獲得を学校在学中に獲得でき
るように、個別の指導計画や個別の教育支援計画等に位置付けながら、計
画的に準備をしていく必要がある。
その際、一人一人の発達段階に応じて、自立や社会参加に向けた勤労観、
職業観を育成するためにも、自立活動の内容を中心とし、指導内容や指導
方法等の充実を図る必要がある。
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